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今
月
の
一
言 

〔
純
心
会
理
念
〕 

信
頼
さ
れ
る
医
療 

想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 

○
今
月
の
一
言 

○
空
海
御
生
誕
１
２
５
０
年 

○
間
質
性
肺
炎
に
つ
い
て 

○
旬
の
素
材
で
簡
単
料
理 

 

当院では、正面玄関や病棟に「ふれあ

いの箱」というご意見箱を設置してお

りますので、当院に対するご意見・ご

要望等ございましたらご遠慮なくお

聞かせください。 

※多田羅Ｄr.10・17・24・31 日の午後診は 16:00～18:00、1・8・15・22・29 日の午後診は 15:00～17:00 

※糖尿外来は 9:00～12:00 の診療になります。 

 

 
 
 

専 

門 

外 

来 

消化器内科 前田隆史 前田純 呼吸器内科 前田隆史 

今戸涼資 呼吸器外科 藤本周祐 佐尾山信夫 

 

消化器外科 

隈元謙介 鈴木啓文 泌尿器科 多田羅潔 

藤木友花 浅野栄介 糖尿病外来 鈴木一永 

 岸野貴賢 小児科 岩井朝幸 岩井艶子 

 

 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 小児科 

1 月 前田純 藤本  岩井 前田純 多田羅 岩井  村田 

2 火 前田純 今戸 佐尾山 岩井 佐尾山 今戸 岩井  今戸 

3 水 休 診（日直 小西） 小西 

4 木 休 診（日直 小西） 小西 

5 金 休 診（日直 安原） 鈴木啓 

6 土 前田純 鈴木啓  岩井 隈元    高橋重 

7 日 休 診（日直 高橋重） 實金 

8 月 前田純 藤本  岩井 前田純 多田羅 岩井  竹﨑 

9 火 前田純 今戸 佐尾山 岩井 佐尾山 今戸 岩井  今戸 

10 水 鈴木啓 多田羅 佐尾山 岩井 前田隆/前田純 多田羅 岩井  多田羅 

11 木  多田羅 佐尾山  佐尾山 隈元 岩井  山田 

12 金 前田隆/前田純 多田羅 佐尾山 岩井 佐尾山  岩井  鈴木啓 

13 土 前田純 鈴木啓  岩井 浅野    桑原 

14 日 休 診（日直 桑原） 阪梨 

15 月 前田純 藤本  岩井 前田純 多田羅 岩井  竹﨑 

16 火 前田純 今戸 佐尾山 岩井 佐尾山 今戸 岩井  今戸 

17 水 鈴木啓 多田羅 佐尾山 岩井 前田隆/前田純 多田羅 岩井  多田羅 

18 木  多田羅 佐尾山 岩井 佐尾山 隈元 岩井  山田 

19 金 前田隆/前田純 多田羅  岩井 佐尾山  岩井 鈴木一 鈴木啓 

20 土 前田純 藤木  岩井 岸野   鈴木一 桑原 

21 日 休 診（日直 桑原） 阪梨 

22 月 前田純 藤本  岩井 前田純 多田羅 岩井  竹﨑 

23 火 前田純 今戸 佐尾山 岩井 佐尾山 今戸 岩井  今戸 

24 水 鈴木啓 多田羅 佐尾山 岩井 前田隆/前田純 多田羅 岩井  多田羅 

25 木  多田羅 佐尾山 岩井 佐尾山 隈元 岩井  山田 

26 金 前田隆/前田純 多田羅 佐尾山 岩井 佐尾山  岩井 鈴木一 鈴木啓 

27 土 前田純 藤木  岩井 浅野   鈴木一 穴田 

28 日 当番医(内科：穴田 ・小児科：岩井艶) 当番医(内科：穴田 ・小児科：岩井朝) 穴田 

29 月 前田純 藤本  岩井 前田純 多田羅 岩井  竹﨑 

30 火 前田純 今戸  岩井  今戸 岩井  今戸 

31 水 鈴木啓 多田羅 佐尾山 岩井 前田隆/前田純 多田羅 岩井  多田羅 

診療時間（午前：9:00～12:00 午後：15:00～18:00）   ※予告なく変更となる場合があります。 

 

 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。 

新
緑
の
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

さ
て
、
今
年
は
空
海
の
生
誕
一
二
五

〇
年
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
で
、
来
月
半

ば
ま
で
善
通
寺
市
で
は
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
総
本
山

善
通
寺
で
は
記
念
の
大
法
会
が
行
わ
れ

る
と
と
も
に
五
〇
年
に
一
度
し
か
御
開

帳
さ
れ
な
い
秘
仏
「
瞬
目
大
師
像
」
が
御

開
帳
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
な
か
な
か

無
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
拝
観
し
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

我
々
純
心
会
も
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り

ま
す
が
、
６
月
４
日
の
善
通
寺
大
師
市
の

中
で
行
わ
れ
る
、
さ
と
う
た
け
し
先
生
の 

奉
納
画
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
（
善
通
寺
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
主
催
）
に
後
援
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
さ
と
う
先
生
は
ロ
ー

ラ
ー
を
使
っ
て
、
音
楽
に
あ
わ
せ
て
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
観
客
の
前
で
絵
画
を
描
く
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。
必
見

の
ス
テ
ー
ジ
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
皆
様
に
も
ご
観
覧
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

現
在
善
通
寺
市
役
所
に
先
生
の
作
品

「山
道
を
行
く
空
海
」（ku

k
a
i 1

2
5

0

と

描
か
れ
て
る
や
つ
で
す
。
）
が
展
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
あ
わ
せ

て
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
お
と
な
り
の
琴
平
町
で
は
金
刀

比
羅
宮
の
奥
書
院
が
九
年
ぶ
り
に
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
利
用
し
て
行
っ
て
い
た
伊
藤
若
冲
の

「
百
花
図
」
の
修
復
が
完
成
し
た
こ
と
を

う
け
て
の
公
開
と
の
こ
と
で
す
。
こ
ち
ら

は
先
日
観
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一

つ
一
つ
緻
密
に
描
き
込
ま
れ
た
花
々
の
活 

き
活
き
と
し
た
さ
ま
に
「
さ
す
が
は
若

冲
！
」
と
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
岸
岱

の
襖
絵
の
数
々
も
非
常
に
見
ご
た
え
の
あ

る
も
の
で
、
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。 

書
院
ま
で
の
４
７
７
段
を
の
ぼ
る
の
は

少
し
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
気
候
も

折
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
も
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作り方】 

①にんじんラぺは、にんじんの皮をむき、スライサ

ーもしくは包丁で千切りにする。 

②ボウルにオリーブオイル、レモン汁、塩・胡椒を

入れ、ホイッパーでよくかきまぜる。 

➂ボウルににんじんを入れ液体にからめ 10 分くら

いなじませる。 

④鶏もも肉はすじ切りをして両面に塩・胡椒をふる 

⑤フライパンに油をひき鶏もも肉の皮目から焼く 

⑥しっかり焼き色が付いたらひっくり返して蓋をし

中火の弱火で２～３分焼く 

⑦蓋をとり、白ワインを入れアルコールを飛ばす 

⑧生クリームとにんじんラぺを入れ、塩・胡椒をし

生クリームにとろみがついたら完成♪  

【材料】  

鶏もも肉・・・約 300ｇ、塩・こしょう・・・少々、白

ワイン（or 日本酒）・・50ml、生クリーム・・・約 100ml 

【にんじんラぺ】にんじん・・・1/2（約 70ｇ）、レモ

ン汁・・・大さじ 1/2、塩・胡椒・・・各小さじ１/4、

オリーブオイル・・・大さじ 1 

 

 
鶏もも肉とにんじんラぺのクリーム煮 

にんじんの使い道に迷ってしまった時におすすめ料理 

●●● ●●● 

 

 

ほ
と
ん
ど
の
間
質
性
肺
炎
は
完
全
に
治
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
進
行
を
抑
え
る
こ
と
と
症
状

を
軽
く
す
る
こ
と
が
治
療
の
基
本
と
な
り
ま
す
。 

主
な
治
療
法
に
薬
物
療
法
と
酸
素
療
法
が
あ
り
、
病

型
や
進
行
具
合
、
状
態
な
ど
に
応
じ
て
選
択
し
ま
す
。 

【
薬
物
療
法
】 

 

全
て
の
病
型
で
有
効
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
適
応
が
あ
れ
ば
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
や
免
疫

抑
制
剤
で
治
療
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
原
因
不
明
の
特
発
性
間
質
性
肺
炎
の
う
ち
、

大
半
を
占
め
る
特
発
性
肺
線
維
症
に
対
し
て
は
抗
線
維

化
剤
を
使
用
し
ま
す
。 

病
状
が
安
定
し
て
い
て
進
行
が
遅
い
よ
う
で
あ
れ

ば
、
薬
を
使
用
せ
ず
に
無
治
療
で
経
過
を
見
る
場
合
や
、

咳
や
痰
に
対
し
て
鎮
咳
剤
や
去
痰
剤
を
用
い
る
な
ど
症

状
に
応
じ
た
治
療
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

【
酸
素
療
法
】 

 

肺
の
酸
素
を
取
り
込
む
能
力 

が
低
下
し
て
い
て
日
常
生
活
に 

支
障
を
き
た
し
て
い
る
場
合
な 

ど
に
、
酸
素
療
法
を
行
い
ま
す
。 

自
宅
に
い
る
と
き
に
は
酸
素 

供
給
装
置
（
酸
素
濃
縮
器
、
液 

体
酸
素
タ
ン
ク
）
か
ら
酸
素
を 

吸
入
し
、
外
出
の
際
に
は
携
帯 

用
の
酸
素
ボ
ン
ベ
を
用
い
て
吸 

入
し
ま
す
。 

【
薬
や
放
射
線
治
療
に
よ
る
も
の
】 

 

原
因
薬
と
し
て
は
抗
が
ん
剤
や
抗
不
整
脈

薬
、
抗
菌
薬
な
ど
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
薬
は
病
院
で
処
方
さ
れ
る
も

の
で
す
が
、
市
販
薬
や
漢
方
薬
が
原
因
と
な
る

場
合
や
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト 

な
ど
の
健
康
食
品
を
長
期 

に
わ
た
っ
て
摂
取
す
る
こ 

と
で
発
症
す
る
こ
と
も
あ 

り
ま
す
。 

ま
た
、
高
濃
度
の
酸
素
投
与
や
放
射
線
治
療

に
よ
っ
て
も
間
質
性
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
感
染
症
に
よ
る
も
の
】 

 

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
や
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
特
殊
な
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

場
合
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
場
合
も
間
質
性
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

【
原
因
を
特
定
で
き
な
い
も
の
】 

 
原
因
を
特
定
で
き
な
い
特
発
性
間
質
性
肺

炎
は
、
原
因
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
遺
伝
的
要

因
と
環
境
要
因
の
両
方
が
関
与
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
患
者
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
喫
煙
者
で

あ
る
た
め
、
喫
煙
に
よ
る
影
響
も
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

 

問
診
や
身
体
診
察
を
し
た
う 

え
で
、
胸
部
Ⅹ
線
検
査
や
胸
部 

Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
の
画
像
検
査
、 

血
液
検
査
、
呼
吸
機
能
検
査
な 

ど
を
行
い
ま
す
。 

画
像
検
査
で
は
病
変
の
広
が 

り
や
肺
の
縮
小
度
合
い
を
確
認 

し
ま
す
。 

こ
の
検
査
で
あ
る
程
度
病
気 

の
有
無
や
病
型
を
判
断
す
る
こ 

と
が
で
き
ま
す
。
呼
吸
機
能
検 

査
は
肺
の
機
能
を
調
べ
る
た
め 

の
検
査
で
、
間
質
性
肺
炎
の
重 

症
度
を
評
価
す
る
の
に
役
立
ち 

ま
す
。 

血
液
検
査
で
は
、
肺
組
織
の 

線
維
化
の
程
度
を
確
認
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
が
高
値
を
示
す
の
は
間 

質
性
肺
炎
に
特
徴
的
で
あ
る
た 

め
、
間
質
性
肺
炎
の
活
動
性
や 

治
療
効
果
の
判
定
に
有
用
で
す
。 

よ
り
詳
し
く
調
べ
る
た
め
に
、 

肺
の
中
に
生
理
食
塩
水
を
注
入 

し
て
回
収
し
た
液
を
解
析
す
る 

気
管
支
肺
胞
洗
浄
検
査
や
、
肺 

の
組
織
を
採
取
し
て
顕
微
鏡
で 

調
べ
る
肺
生
検
を
行
う
こ
と
も 

あ
り
ま
す
。 

 

 

間
質
性
肺
炎
と
は 

治
療 

検
査
と
診
断 

 
症
状 

原
因 

 

初
期
に
は
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
病

状
が
あ
る
程
度
進
行
す
る
と
咳
や
息
切
れ
が

見
ら
れ
ま
す
。 

多
く
の
場
合
、
痰
を
伴
わ
な
い
乾
い
た
咳
が

出
ま
す
。 

息
切
れ
は
主
に
運
動
時 

や
坂
道
・
階
段
の
昇
り
降 

り
な
ど
一
定
の
負
荷
が
か 

か
る
と
き
に
見
ら
れ
ま
す 

が
、
進
行
す
る
と
着
替
え 

な
ど
の
軽
い
動
作
で
も
息 

切
れ
や
呼
吸
困
難
が
起
き 

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

手
足
の
指
先
が
膨
れ
、 

太
鼓
の
バ
チ
の
よ
う
に
変 

形
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
間
質
性
肺
炎
は 

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

な
ど
の
身
近
な
感
染
症
を 

き
っ
か
け
と
し
て
、
病
気 

が
急
激
に
悪
化
す
る
こ
と 

が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
際
に
は
咳
や
呼
吸
困
難
が
急
速
に
悪

化
す
る
た
め
、
風
邪
な
ど
の
感
染
症
に
か
か
ら

な
い
よ
う
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

間
質
性
肺
炎
と
は
、
肺
の
間
質
と
呼
ば
れ
る

部
分
を
中
心
に
炎
症
が
起
こ
る
病
気
の
総
称

で
す
。 

肺
は
肺
胞
と
い
う
小 

さ
な
袋
の
集
ま
り
で
、 

口
や
鼻
か
ら
吸
い
込
ん 

だ
空
気
は
気
道
を
通
っ 

て
肺
胞
に
運
ば
れ
、
肺 

胞
の
壁
を
通
し
て
酸
素 

が
取
り
込
ま
れ
ま
す
。 

肺
胞
は
大
き
く
実
質 

と
間
質
に
分
け
ら
れ
、 

肺
胞
の
中
を
実
質
、
肺 

胞
の
壁
や
周
囲
の
組
織 

を
間
質
と
い
い
、
こ
の 

間
質
に
炎
症
が
起
こ
る 

病
気
が
間
質
性
肺
炎
で
す
。 

間
質
性
肺
炎
で
は
、
炎
症
に
よ
っ
て
徐
々
に

肺
胞
壁
が
厚
く
硬
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と

肺
が
う
ま
く
膨
ら
ま
な
く
な
る
た
め
、
息
苦
し

さ
を
感
じ
た
り
咳
が
出
た
り
し
ま
す
。
進
行
す

る
と
呼
吸
不
全
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

間
質
性
肺
炎
に
は
原
因
や
病
態
に
応
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
多
い

特
発
性
肺
線
維
症
は 

歳
以
上
の
男
性
に
多

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 50 

間
質
性
肺
炎
は
原
因
や
病
態
に
応
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
原
因
を
分
か

り
や
す
く
分
類
す
る
と
、
免
疫
異
常
に
よ
る
も

の
（
自
己
免
疫
性
間
質
性
肺
炎
）、
異
物
の
吸

入
に
よ
る
も
の
（
職
業
環
境
性
間
質
性
肺
炎
）、

薬
や
放
射
線
治
療
に
よ
る
も
の
（
医
原
性
間
質

性
肺
炎
）
、
感
染
症
に
よ
る
も
の
、
原
因
を
特

定
で
き
な
い
も
の
（
特
発
性
間
質
性
肺
炎
）
の

５
つ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。 

【
免
疫
異
常
に
よ
る
も
の
】 

 

免
疫
異
常
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
自
己
免
疫

疾
患
で
あ
る
膠
原
病
（
関
節
リ
ウ
マ
チ
・
全
身

性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
・
強
皮
症
・
皮
膚
筋

炎
・
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
な
ど
）
や
、
肺
サ

ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
（
肺
に
肉
芽
腫
が
生
じ
た
も

の
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

自
己
免
疫
疾
患
と
は
、
異
物
を
排
除
す
る
役

割
を
持
つ
免
疫
系
が
何
ら
か
の
原
因
に
よ
っ

て
機
能
不
良
と
な
り
、
自
身
の
組
織
を
攻
撃
し

て
し
ま
う
病
気
を
指
し
ま
す
。 

【
異
物
の
吸
入
に
よ
る
も
の
】 

 

た
ば
こ
の
煙
、
ペ
ッ
ト
の
毛
、
カ
ビ
、
羽
毛

布
団
、
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど 

を
長
期
に
わ
た
っ
て
吸
い 

込
む
こ
と
で
、
間
質
性
肺 

炎
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り 

ま
す
。 

  

  

 

 

  

 
 

  

 

  

 
 


